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プ
ロ
の
音
楽
家
グ
ル
ー
プ
（
ピ
ア
ノ
、
フ
ル
ー

ト
、
ソ
リ
ス
ト
）
に
よ
る
歌
と
演
奏
で
す
。
音
楽

を
と
お
し
て
外
国
人
の
人
た
ち
と
交
流
を
図
り
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

15
時
～
16
時
（
終
了
予
定
）

と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
中
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

生
涯
学
習
課　

国
際
交
流
担
当

　

☎
32-

９
３
５
０

　

志
賀
町
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
、１
月
30
日（
日
）、

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
で
「
学
び
あ
い　

心
豊
か

な　

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

開
会
と
と
も
に
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
多
年

に
わ
た
り
生
涯
学
習
の
各
分
野
で
尽
力
さ
れ
、

町
の
生
涯
学
習
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た
５
人
の

皆
さ
ん
に
志
賀
町
生
涯
学
習
功
労
者
表
彰
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
登
山
家
の
田
部
井
淳
子
さ
ん
が

「
世
界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。
田
部
井
さ
ん
は
世
界
最
高

峰
エ
ベ
レ
ス
ト
に
、
女
性
で
は
世
界
で
初
め
て

登
頂
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

田
部
井
さ
ん
は
物
事
に
対
し
て
取
り
組
む
姿

勢
や
考
え
方
な
ど
を
お
話
さ
れ
、
映
像
を
使
っ

て
、
山
々
の
ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
会
場
か
ら
は
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
演
の
後
に
は
、グ
ル
ー
プ
教
室
生
や
、

公
民
館
教
室
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
コ
ー
ラ
ス
（
と
ぎ
ハ
ー
モ
ニ
ー
さ
く
ら

貝
）、
着
付
け
（
着
付
け
教
室
）、
モ
ダ
ン
バ
レ

エ
（
ジ
ュ
ニ
ア
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
教
室
）、太
鼓
（
加

茂
太
鼓
ク
ラ
ブ
）
の
皆
さ
ん
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
場
で
は
、
各
公
民
館
活
動
を
写
真
や

　

志
賀
町
に
住
む
外
国
人
と
日
本
人
が
一
緒
に
お

し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、
お
互
い
の
文
化
を
学
ん
だ

り
、
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と　

き　

平
成
23
年
３
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
（
中
ホ
ー
ル
）

入
場
料　

無
料

【功労者表彰受賞者の皆さん】

【登山家の田部井淳子さん】

生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
盛
大
に
開
催

イ
ラ
ス
ト
で
紹
介
の
ほ

か
、
編
み
物
、
園
芸
、

篆
刻
、
切
り
絵
、
版
画
、

川
柳
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
、
草
木
染
め
の
各

教
室
生
が
制
作
し
た
作

品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ

た
町
民
は
感
心
し
た
様

子
で
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た

の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
功
労
者
表
彰
受
賞
者
】

　

 

木
村
シ
ズ
子　

氏
（
富
来
領
家
町
）

　

 

宮
道　

賢　

氏
（
赤　

崎
）

　

 

高
野
靖
博　

氏
（
高
浜
町
）

　

 

唐
津
政
夫　

氏
（
福
浦
港
）

　

 

道
辻
敬
三　

氏
（
火
打
谷
）

 

国
際
交
流
サ
ロ
ン「
は
ま
な
す
」

  

国
際
交
流
＆
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

環
境
出
前
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

２
月
７
日
（
月
）、
高
浜
小
学
校
４
年

生
46
人
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
環
境
省
と

石
川
県
が
主
催
す
る
環
境
教
育
出
前
授
業

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
羽
咋
海
岸
自
然
再
生
事
業
の
一
環
で
、

大
島
か
ら
甘
田
海
岸
に
生
息
す
る
「
イ
カ

リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
」
の
生
態
を
通
し
て
、

広
く
人
と
自
然
の
関
わ
り
方
の
大
切
さ
を

学
ぶ
授
業
で
し
た
。

　

当
日
は
県
ふ
れ
あ
い
昆
虫
館
職
員
の
福

富
さ
ん
か
ら
、
昆
虫
館
で
飼
育
さ
れ
て
い

る
蝶
の
さ
な
ぎ
や
成
虫
、
そ
の
他
の
昆
虫

も
直
接
見
て
、
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
学

習
内
容
が
提
示
さ
れ
、
恐
る
恐
る
手
に
触

れ
て
い
る
児
童
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
し
か
わ
自
然
学
校
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
西
屋
さ
ん
は
、
長
年
の
「
イ

カ
リ
モ
ン
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
」
観
察
活
動
を
通

し
て
、
児
童
に
保
護
活
動
に
興
味
を
持
っ

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

県
昆
虫
館　

福
富
さ
ん

自
然
学
校　

西
屋
さ
ん
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白
雪
の
静
か
に
ふ
り
し
初
春
の

乙
女
の
茶
室
炭
の
赤
赤　
　
　
　

中
田　

和
子

外
出
も
ま
ま
な
ら
ぬ
身
の
た
の
し
み
は

友
訪
ね
来
て
珈
琲
飲
む
と
き　
　

泉　
　

広
栄

ぼ
た
ん
雪
は
ら
い
差
し
込
む
朝
刊
の

こ
と
り
と
落
つ
る
音
に
安
ら
ぐ　

坂
井
外
志
子

眠
れ
ず
に
イ
ヤ
ホ
ン
で
聞
く
鄧テ
レ
サ
テ
ン

麗
君

歌
に
誘
わ
れ
さ
ら
に
眠
れ
ず　
　

石
田　
　

豊

住
み
つ
き
し
猫
も
十
方
衆
生
か
よ

わ
が
家
を
信
じ
じ
ゃ
れ
て
春
待
つ

吉
崎
て
い
子

骨
折
の
右
の
手
庇
い
左
手
に

今
宵
の
雪
の
深
き
を
記
す　
　
　

岩
上　

久
枝

悠
久
の
流
れ
を
今
に
奈
良
山
は

過
去
世
の
魂た
ま

を
深
く
抱
け
り　
　

福
島　

信
子

一
言
の
言
葉
の
重
み
感
じ
つ
つ　

須
曽　

正
子

一
言
が
仏
と
鬼
を
入
れ
替
え
る　

小
松　

彰
一

年
始
め
初
湯
で
平
和
肌
で
知
る　

村
中　

光
彦

雪
化
粧
山
々
な
が
め
初
湯
す
る　

西
尾　

善
春

年
重
ね
初
湯
入
れ
る
し
あ
わ
せ
を

前
田　

志
津

年
明
け
て
初
湯
に
つ
か
り
無
事
願
う坂

下
二
三
子

ー
能
登
地
震
あ
の
時
、
そ
れ
か
ら
ー　

季
久
子

日
曜
日
、家
が
大
き
く
揺
れ
た
。
地
震
だ
っ
た
。

屋
根
が
大
破
し
、
壁
が
割
れ
、
食
器
棚
が
倒
れ
、

…
ま
る
で
映
画
の
ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
っ
た
。

我
が
町
に
地
震
が
お
き
る
わ
け
が
な
い
と

頭
で
否
定
し
て
も
、
消
す
事
の
出
来
な
い

目
の
前
の
惨
状
に
竦
み
上
が
っ
た
。

余
震
が
続
き
、
悲
し
い
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
思
い
が
変
っ
た
。

又
、
地
震
が
私
達
ホ
ー
ム
レ
ス
ね
と

言
っ
た
ら
夫
は
笑
っ
た
。

皆
、い
ろ
ん
な
環
境
の
中
で
懸
命
に
頑
張
っ
て
る
。

「
頑
張
ろ
う
ね
」
と
言
う
眼
が
優
し
か
っ
た
。

如
月
の
佳
き
日
を
選
ん
で
嫁
ぐ
孫　
　
　

永と

わ遠
の
幸
し
あ
わ
せ

願
ひ
て
送
る
日　
　
　
　
　

智　

子

雪
解
け
て
冬
の
晴
れ
間
に
蝋ろ
う
ば
い梅
の

黄
色
き
蕾
春
を
誘
い
て　
　
　
　
　
　

志
津
江

ま
た
ひ
と
つ
名
前
消
え
ゆ
く
班
名
簿

回
覧
配
り
の
雪
跡
も
無
く　
　
　

松
本
理
希
三

重
い
雪
竹
が
曲
っ
て
通
せ
ん
ぼ　

瀬
戸　

栄
子

歩
を
止
め
て
車
見
送
る
雪
の
道　
　
　

浅　

子

し
ん
し
ん
と
雪
降
る
夜
の
写
し
ゃ
き
ょ
う経

か
な長

根
尾
郁
恵

足
跡
は
あ
の
男
な
り
今
朝
の
雪　

安
田
紀
美
恵

真
夜
中
に
深し
ん
し
ん深
と
降
る
雪
の
嵩か
さ　

新
澤　

和
子

大
嵐
背
中
ま
る
め
て
寒
に
入
る　

藤
澤　

鶴
女

南
無
ふ
た
字
残
し
て
埋う

ま
る
墓
の
雪川

田
ま
さ
を

寒
明
く
る
老
の
艶つ
や

と
は
佳よ

き
言
葉

須
广
ひ
ろ
し

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
紙
面
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
に
つ
い
て
は
一
首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は

２
０
０
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５

―０
１
９
８
志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

文

芸

教

室

作
品
募
集

い
い
職
に
つ
き
望
ま
れ
て
嫁
に
行
く平

川
ふ
じ
子

希
望
蘭
日
ハ
ム
佑
ち
ゃ
ん
生
で
見
る林　

ち
よ
子

雪
の
中
希
望
を
抱
い
て
受
験
生 　
み
や
み
ち
さ
か
し

お
見
事
に
育
っ
た
我
が
身
の
メ
タ
ボ
腹

古
森　
　

寓

育
つ
ま
で
新
米
マ
マ
さ
ん
四
苦
八
苦芝

山　

照
子

こ
れ
か
ら
も
望
み
を
か
け
て
暮
ら
す
日
々

川
上　

富
子 

冬
夕
焼
一
途
に
祈
る
母
の
あ
り　

裏
田　

弘
美

冬
凪
や
渚
に
貝
を
拾
ふ
人　
　
　

坂
下　

豊
子

寄
鍋
に
庭
の
野
菜
を
摘
み
て
足
す

土
田
エ
ミ
子

天
神
の
筆
塚
古
り
て
水
仙
花　
　

鍋
岡
美
智
子

編
糸
の
色
を
あ
ま
た
に
冬
ご
も
り

細
川
ふ
じ
子

寒
行
の
鈴
の
音
澄
み
て
遠
ざ
か
る

吉
田　

外
江

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

日　

時　

３
月
26
日
㈯
13
時
30
分
集
合

場　

所　

い
こ
い
の
村

　
　
　
　
　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

参
加
費　

無
料

　
　
（
い
こ
い
の
村
会
員
で
な
い
人
は 

　
　

プ
レ
ー
代
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。）

 

用　

具　

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

※
用
具
な
ど
は
主
催
者
で
準
備
し
ま
す
。

主　

催　

志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
い
こ
い
の
村 

受
け
付
け

　
　

☎ 

32-

３
１
３
１

　
　

℻ 

32-

３
１
３
４

　

・
志
賀
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

　
　

事
務
局
（
太
田
）

　
　

☎ 

32-

３
３
８
３

　
　

℻ 

32-

３
６
４
３

そ
の
他　

競
技
中
の
事
故
（
負
傷
）
な

ど
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
で
応
急
処

置
の
み
行
い
、
事
後
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
の
で
了
承
く
だ
さ
い
。

　

新
規
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
初

心
者
の
人
に
も
分
か
り
や
す
く
お
教
え

し
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
体
験
会

　
　
（
初
心
者
講
習
会
）
を
開
催
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　志賀町文化協会では囲碁・将棋・かるた大会を開催します。皆さんの参加をお待ちし
ています。お問合せは文化協会事務局まで　☎ 32-9350

　　○開催日・会場　：　平成23年３月13日（日）　志賀町文化ホール
　　○受　　　　付　：　９：00 ～９：30（各競技会場　[各室]前で行います。）

　　○開会式（合同）　：　９：30 ～　１階　小ホール
　　○競　技　開　始　 ：　10：00 開始（各競技とも）

　　○閉会式（競技ごと）：　それぞれ各会場で行います。
　　○参　　加　　費　：　囲碁：１,000円（昼食代込み）、将棋：大人１,000円　小人500円（昼食代込み）
　　　　　　　　　　　             　　 かるた：無料
　　○参　加　資　格　：　志賀町在住の人

囲碁の部

将棋の部

かるたの部

１．競技ルール
　　　日本棋院の規定に準じ、競技方法は以下のとおりとする。
　　　①１部、２部、３部の３部制とし、リンク方式で行う。
　　　②段級差ハンディ 1子の手合割とし、持碁は白勝ち、互先は６目半のコミ出しとする。
　　　③対局時間（持ち時間）は35分とする。（１部は対局時計使用）
２．表　彰
　　　各クラス優勝、準優勝、３位、敢闘賞とする。
３．その他
　　　志賀町囲碁協会が決定する。

１．競技ルール
　　日本将棋連盟競技規則に準じ、総平手戦とする。
　　　①予選：４人リーグ戦で行い、うち２人が２勝以上をし予選通過とする。
　　　　　　　・勝者は勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　　　　　・敗者は２部として勝ち抜きトーナメントへ進出
　　　②対局時間は30分切れ負け
２．表　彰
　　　１部・２部優勝、準優勝、３位×2
３．その他
　　　志賀町将棋愛好会が決定する。

１．競技ルール
　　　全日本かるた協会の規定に準じて行う。全競技男女混合で以下の 3 部門とする。
　　　①第 1 部・・・一般の部（中学生以上）
　　　②第 2 部・・・経験者の部（小学生）
　　　③第 3 部・・・未経験者の部（小学生）
２．表　彰
　　　各部とも優勝、準優勝、３位、敢闘賞
３．その他
　　　志賀町かるた協会が決定する。

　競技会場（1 階　小ホール）

　競技会場　（２階　22研修室）

　競技会場（1 階　和室 ｢芙蓉の間｣）

　　　　　　主催／志賀町文化協会　　

　　　　　　主管／志賀町文化協会競技部会　　後援／志賀町教育委員会、北國新聞社


